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中西悟堂１９７９後立山連峰縦走．定本野鳥記６：63-133．

日本野鳥の会１９８０鳥類繁殖地図調査1978．（財）日本野鳥の会．

高田勝・黒沢信道・三浦二郎１９８１根室地方の野鳥．根室自然教育研究会．

湯浅大多郎１９５３福島県の鳥．日本野鳥の会郡山支部．
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Strix4

ＴｈｅｓｉｓｋｉｎＣな城"姑SPi”sisacommonwintervisitorinJapan,Asmallpopulation

breedsinHokkaidobutthereareveryfewbreedingrecordsinHonshu・InAugustl985，

Wefoundtwosiskinadults(maleandfemale)andseveraljuvenilesonthemarginof

agardenwoodsinYanagida-mura,NotoPeninsula・Thejuvenileshadpalegrayish

brownfeathersandshorttails､Theyflewaftertheadultsbutcouldｎｏｔｆｌｙｖｅｒｙｆａｒ、

Apparentlytheywereafamilyandhadbredneartheobservedarea、

１．４－１１－４２wakunami,Kanazawa９２０．

２．６２mabuOtsuTatsuruhama-machi,Kashima-gun929－２１．

３．villageoffice,Yanagida-mura,ＦugeShi-gun928-03．

1985年10月８日受理

１．〒920金沢市涌波4-11-42．（石川支部）

２．〒929-21鹿島郡田鶴浜町大津マ部62．（石川支部）

３．〒928-Ｏ３鳳至郡柳田村商工観光課．．

宇部市におけるホオジロハクセキレイ

／MbjZzcj肋α肋z陀況c”s商の繁殖

村田省吾'・原田量介２

1983年７月と1984年６月に山口県宇部市川上男山(33.59'Ｎ，131.16'Ｅ）でホオジロハク

セキレイノＭｂ”α地α必αＬ“c”sisの個体を観察したが，営巣個所は確認できなかった．

その後，1985年５月１日，同地点で，営巣場所を確認したので報告する．

営巣環境は広大な真砂土の採取地で，採土の際に出た花間岩（直径約30cm）が，その採

取地の一角に山穣されているその隙間であり，巣は地表より岩石の間，約50cm下であった．

その周辺に営巣するキセキレイノlfcj》@e”，セグロセキレイ肱97,α邦鎚の営巣位置は，切土

あとの小さな岩棚，軒先や瓦の間隙などで，比較的浅く目につき易い位置にあるが，これ

らとはかなり異なった個所であり，巣材はキセキレイに見られる獣毛，こけ類の多量使用



１９８５１１ 雛

による一見巣全体が華麗とみられものとは異なり，樹根などが多く使用され，荒々しく「雑

な」感触なものであった．雄は臼と黒の明瞭な夏羽で雌は耳羽の下に薄茶色の部分があっ

た．ヒナは５羽確認したが１羽は未熟，結局４羽が５ノ11111午前中に巣立した（原、確

認)．

給餌のほとんどは，ヤガ科の成虫，ケラ科の幼虫，マダラガガンボの成虫であった．観

察中，他の雄が２回その営巣地に飛来した．また同地点より約４１皿北方の採土地でも別の

雄を確認したので，周辺にはまだ少数の個体が生息していると思われる．

山口県内でのホオジロハクセキレイの観察記録は，角蹄（白石･蓮尾1966)，見島（北

九州野鳥の会1977，日本野鳥の会山1.1県支部1980)，IiI口市内･光市島田川河1-1（日本

野鳥の会山1.1県支部1976）などで得られている．しかし，巣が発見されたのは今回が始

めてである．
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図１．ホオジロハクセキレイのオス‘

Fig.１ＭａｌｅｏｆＭａ・leucopsis．

図２．ホオジロハクセキレイのメス．

Fig.２.Ｆｅｍａｌｅｏｆｍａ､leucopsis．
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日本野鳥の会山口県支部１９７６山口県の野鳥．229pp、
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白石乃爾・蓮尾嘉彪１９６６角島の鳥類．山口県の自然Vol、２（５）：19-25．山口県立

博物館．
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WefoulPanestoftheWhiteWagtailﾉlfa､陀"cひpsisinUbeCity(33.59N,131.
16E)ｏｎＭａｙｌ９８５､ItisthefirstknownbreedingrecordofthissubspeciesinYamaguchi

Prefecture､ＴｈｅｎｅｓｔｗａｓｉｎａｈｏｌｅｉｎａｐｉｌｅｒｏｃｋｓｉｎａｑｕａＩＴｙ・Theparentsfedtheir

youngmainlywithinsectsbelongingtothefamiliesNoctidae，Gryllotaltidaeand

Tipulidae．

１．１－３－８，Nonaka,Ube-shi,Yamaguchi755

２．KawakamiOtokoyama,Kamiube,Ube-shi,Yamaguchi755

1985年９月１８日受理

１．〒755字部市野中１－３－８．

２．〒755字部市上宇部川上男山．

(山口県支部）

(山口県支部）

コミミズクＡｓ勿勉加沈gz4sの鳴き声について

石川勉’

コミミズクの鳴き声の調査を行なった京葉港埋立地は，千葉県習志野市の海岸部に位置

し，1972年に干潟の埋立てが始まり1974年に完了している．北側は習志野市街，南側は東

京湾奥部，東側は幕張埋立地，西側は海老川にそれぞれ接していて，面積は705haである．
埋立地にはヨシ，チガヤ，アカザ等の草木が繁茂し，裸地も点在している．現在では，工

場，住宅，学校等が次々 と建設され道路が整備されるのにともなって，野鳥の生息環境は
悪化の一途をたどっている．

1976年以降，この埋立て地でコミミズクが毎年越冬するようになった．筆者は1980年１

月から1985年３月まで夜間にコミミズクの観察を行ない，その喝き声を記録した．ここに

若干の知見を得たので報告する．なお，調査日数は全部で81日であり，そのうち鳴き声を

聞いたのは55日であり一部をすでに発表した（石川1982)．


